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参
加
者
は
、
初
め
に
富
山

（
と
み
さ
ん
）
の
伏
姫
籠
穴
ま

で
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

会
員
で
い
わ
い
案
内
人
の
会
中

野
幸
雄
さ
ん
か
ら
、
八
犬
伝
の

あ
ら
す
じ
と
滝
沢
馬
琴
の
八
犬

伝
制
作
の
逸
話
を
聞
き
、
こ
れ

か
ら
廻
る
物
語
舞
台
に
想
い
を

馳
せ
ま
し
た
。 

 

籠
穴
の
見
学
を
終
え
て
、
富 

山
中
前
停
留
所
前
か
ら
巡
回
バ 

 

富
山
学
里
美
発
見
伝
ウ
ォ
ー
ク
２
「
南
総
里
見
八
犬
伝
ゆ
か
り
の

地
を
歩
き
ま
す
」
を
、
５
月
17
日
、
「
ふ
ら
っ
と
」
ス
タ
ッ
フ
含
め

参
加
者
22
名
で
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
夏
の
よ
う
な
日
差
し
の
た
め
水
分
補
給
を
し
、
熱
中
症
に

十
分
注
意
し
な
が
ら
、
物
語
の
地
を
巡
り
ま
し
た
。 

夏
目
漱
石
が
明
治
22

年
に
、

正
岡
子
規
が
明
治
24

年
に
歩

い
た
と
考
え
ら
れ
る
房
総
往

還
支
道
（
明
治
18

年
完
成
の

木

の

根

ト

ン

ネ

ル
）
を

歩

き
、
岩
井
海
岸
が
よ
く
見
え
る

オ
リ
ー
ブ
姫
の
国
（
宮
谷
地

区
）
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
体
験

を
行
い
ま
す
。 

期 

日 

平
成
26
年
７
月
26
日
㈯ 

 
 
 
 

雨
天
の
場
合
は
27
日
㈰ 

募 

集 

30
人
（
９
人
以
下
の
場 

 
 
 
 
 
 
 

合
は
中
止
） 

集 

合 

富
楽
里
西
側
の
未
舗
装 

 
 

の
駐
車
場
に
８
時
50
分
ま
で 

参
加
費 

一
五
〇
〇
円 

 

（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
体
験 

 
 

代
・
弁
当
代
・
保
険
代
、 

 
 

資
料
代
等
） 

持
ち
物 

飲
み
物
、
保
険
証
、 

 
 
 
 
 

雨
具
、
懐
中
電
灯
等 

コ
ー
ス
（
総
距
離
数
約
11
㌔
） 

 

富
楽
里
駐
車
場
を
９
時
に
出
発
～

岩
井
神
社
～
木
の
根
ト
ン
ネ
ル
～

岩
婦
湖
（
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
あ
ひ

る
の
会
に
よ
る
「
草
枕
」
の
朗

読
）
～
宮
谷
集
会
場
（
昼
食
）
～

双
体
道
祖
神
見
学
（
オ
プ
シ
ョ

ン
）
～
オ
リ
ー
ブ
姫
の
国
（
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
体
験
）
～
富
楽

里
へ
14
時
30
分
ご
ろ
到
着
予
定 

申
込
・
問
合
せ 

富
山
地
域 

 

づ
く
り
協
議
会
「
ふ
ら
っ
と
」 

 
 
 
 
 
 

☎
57-

３
０
０
０ 

里美発見伝ウォーク４ 

オ
リ
ー
ブ
姫
の
国
と 

木
の
根
ト
ン
ネ
ル
を
歩
き 

ブ
ル
ー
ベ
リ
―
狩
り
体
験 

 

人
間
の
体
内
に
は
長
寿
ホ
ル

モ
ン
（
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
）

と
い
う
も
の
が
分
泌
さ
れ
て
い

て
、
痩
せ
て
い
る
人
は
こ
の
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
が
多
く
、
長
生

き
す
る
そ
う
で
す
。 

 

20
才
で
体
が
出
来
上
が
り

体
重
は
こ
の
年
か
ら
増
え
た
分

は
脂
肪
と
し
て
貯
蓄
さ
れ
る
そ

う
で
、

20

才
の
体
重
と
比
べ

て
５
キ
ロ
以
上
増
え
た
人
は
、

長
生
き
す
る
に
は
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 
 
 

地
域
づ
く
り
支
援
員 

◆
伏
姫
と
八
房
の
た
わ
ご
と
◆ 

 
南
総
里
見
八
犬
伝
ゆ
か
り
の
地
を
歩
く 

 
 

 
 

 

～
富
山
学
里
美
発
見
伝
ウ
ォ
ー
ク
２
を
開
催
～ 

た
。 

 

物
語
の
説
明
や
朗

読
い
た
だ
い
た
「
い

わ
い
案
内
人
の
会
」

の
中
野
さ
ん
、
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
あ

ひ
る
の
会
」
の
近
藤

さ
ん
・
上
村
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 

 

小
学
校
来
の
友
人
に
誘
わ

れ
て
、初
め
て
里
美
発
見
伝

ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

二
人
と
も
、そ
れ
ぞ
れ
船

橋
と
市
原
に
住
居
が
あ
り
ま

す
が
、一
年
の
ほ
と
ん
ど
を

ふ
る
さ
と
の
富
山
で
過
ご
し

て
い
ま
す
。 

 
 

歴
史
に
も
興
味
が
あ
り
、

友
人
と
話
を
し
な
が
ら
歩
く

の
は
本
当
に
楽
し
い
も
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

５
月
25

日
、
南
房
総
市

で
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」
が
一

斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

富
山
地
区
で
は
、
１
６
２

５
人
が
参
加
し
て
、
家
の
周

り
や
道
路
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い

や
草
刈
り
を
行
い
、
可
燃
ゴ

ミ
・
不
燃
ゴ
ミ
併
せ
て
２
，

５
１
０
㌔
を
収
集
し
ま
し

た
。 

「ゴミゼロ運動」に 

   １６２５人が参加  

 

参
加
者
の
声 

穂積秀康さん（左）と 

伊東和男さん（右） 

ス
「
ト

ミ

ー

号
」
に

乗
っ
て
不
寝
見
川
ま
で

行
き
、
こ
こ
か
ら
滝
田

城
祉
を
目
指
し
て
歩
き

出
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
夏
の
よ
う

な
天
気
で
、
途
中
水
分

を
十
分
摂
り
休
憩
を
は

さ
み
山
を
登
り
、
お
昼

頃
、
滝
田
城
址
に
到
着

し

ま

し

た
。
こ

こ

で

は
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
あ
ひ
る
の
会
」
の

近
藤
絹
代
さ
ん
と
上
村

と
み
江
さ
ん
二
人
に

よ
っ
て
、
八
犬
伝
の
一

説
が
朗
読
さ
れ
、
昼
食

後
の
ひ
と
時
を
の
ん
び

り
と
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

滝
田
城
址
の
あ
る
山

を
下
り
、
最
後
に
八
房 

を
養
っ
た
狸
と
八
房
像

の
あ
る
犬
掛
公
園
に

寄
っ
て
、
集
合
場
所
の

富
山
中
学
校
入
口
市
駐

車
場
に
帰
っ
て
き
ま
し

 

「
ふ
ら
っ
と
」
で
は
、
里
山
を
活
か
し
自
然
を
大
切
に

思
う
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
、
地
域
住
民
と
進
め
て
い

ま
す
。 

 

今
回
の
活
動
は
、
犬
掛
お
堂
入
口
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「
八
房
伝
説
の
地
」
の
案
内
板
の
修
繕
を
手
づ
く
り
で
行

い
ま
し
た
。 

出
来
上
が
っ
た
案
内
板
を
設
置
す
る
会
員 

  あひるの会会員による物語の朗読 

 

犬
掛
お
堂
入
口
の 

「
古
戦
場
と
里
見
氏
の
墓
」
の
案
内
板
を
修
繕 

 

犬
掛
地
先
「
八
房
伝
説
の

地
」
の
案
内
板
は
、
腐
食
が

著
し
く
、
地
域
の
方
々
か
ら

も
修
繕
の
必
要
性
を
聞
い
て

い
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
修

繕
に
な
り
ま
し
た
。 

 

案
内
板
は
会
員
の
手
づ
く

り
で
、
木
材
の
調
達
か
ら
文

字
書
き
・
取
り
付
け
ま
で
、

会
員
自
ら
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
案
内
標
識
板
の

修
繕
に
よ
っ
て
、
地
域
内
の

史
跡
や
名
所
が
活
き

て
く
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。 

 

な
お
、
案
内
板
の

木
材
は
、
市
部
の
吉

岡
産
業
製
材
所
さ
ん

か
ら
無
償
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 企

画
し
た
里
山
グ
ル
ー
プ
の 

 
 
 

メ
ン
バ
ー
（
設
置
後
） 

  彼岸花の植栽に参加者を募集！ 
    ～市部バイパスに白鳩保育園児と植栽～ 

 

５
月
29

日
に
、
富
山

小
中
学
校
で
登
校
時
の

大
津
波
警
報
発
令
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
訓
練
に
伴
い
「
ふ
ら
っ

と
」
で
は
、
通
学
路
６
か
所
に
11

名
の
会
員
を
配
置
し
て
、
小
中
学

生
避
難
の
際
に
事
故
の
な
い
よ
う

に
、
児
童
・
生
徒
の
交
通
安
全
を

見
守
り
ま
し
た
。 

 

な
お
こ
の
訓
練
は
、
登
校
時
の

避
難
方
法
に
つ
い
て
児
童
・
保
護

者
・
教
職
員
の
共
通
理
解
を
図

り
、
防
災
体
制
の
課
題
を
明
ら
か

に
し
、
児
童
の
安
全
確
保
の
方
策

を
立
て
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

富
山
小
中
一
斉
避
難
訓
練
に 

「
ふ
ら
っ
と
」
が
協
力 

児
童
の
交
通
安
全
を
見
守
る
会

員
（
市
部
の
交
差
点
で
） 

 富楽里から竹内に抜ける県道外野勝山
線（通称：市部バイパス）で彼岸花の植
栽を、今年も白鳩保育園児と一緒に行い
ます。当日は、一般の植栽参加者も募集
します。皆さん、一緒に彼岸花の球根を
植えましょう。 
日  時 ７月２日（水）10時～11時 
集合場所 市部バイパス農協入口付近 
持 ち 物   軍手、シャベル、飲み物 
申込・問合せ「ふらっと」事務局 
          ５７－３０００ 

昨
年
の
彼
岸
花
植
栽
活
動 
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○○岩井駅花壇清掃活動岩井駅花壇清掃活動66月月1919日（木）日（木）99時時3030分～分～  駅構内東側花壇に集合駅構内東側花壇に集合  

  岩井駅花壇清掃活動は、毎月いわい案内人の会と一緒に行っています。今回は花の苗を岩井駅花壇清掃活動は、毎月いわい案内人の会と一緒に行っています。今回は花の苗を

植えます。皆さん参加してください。なお小雨の場合は、決行（荒天時は中止）します。植えます。皆さん参加してください。なお小雨の場合は、決行（荒天時は中止）します。  

○○彼岸花植栽彼岸花植栽  2525日（水）･日（水）･2626日（木）･日（木）･3030日（月）･日（月）･77月月11日（火）日（火）88時時3030分～市部バイパス分～市部バイパス  

  から農協までの市道から農協までの市道  77月月22日（水）日（水）1010時～市部バイパス時～市部バイパス    

  作業内容は、土削りと彼岸花球根の植栽作業ですが、作業内容は、土削りと彼岸花球根の植栽作業ですが、77月月22日は植栽作業のみです。皆さ日は植栽作業のみです。皆さ

んの参加をお願いします。なお作業の進み具合で、早く終了することがあります。んの参加をお願いします。なお作業の進み具合で、早く終了することがあります。  

「ふらっと」事務局に問合せください。☎「ふらっと」事務局に問合せください。☎5757--30003000        

○○運営委員会運営委員会  66月月2626日（木）日（木）1818時～時～  富山公民館富山公民館  

 平成26年６月・７月の「ふらっと」会議・活動予定 

ーふらっと通信ー 

 岩井ＳＯＵＬ 連覇なる!   

音
楽
室
の
窓
か
ら
は
、
真
っ
赤

な
夕
日
に
雲
、
美
し
く
色
を
変
え

る
空
に
、
帰
り
が
遅
け
れ
ば
き
ら

め
く
星
も
見
え
ま
す
。 

 
 
 
 

中 

略 
 

六
年
生
に
な
り
、
写
真
学
習
と

し
て
、
富
山
の
写
真
を
撮
っ
て
く

る
と
い
う
宿
題
が
あ
り
ま
し
た
。

父
に
相
談
す
る
と
、
「
紅
は
ゆ
る

富
士
の
峰
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
、

夕
方
、
海
に
連
れ
て
い
か
れ
ま
し

 

千
葉
県
が
昨
年
度
、
県
内
小
・
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た
「
地
域

の
誇
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
表
現
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
富
山
中
学
校
１
年

（
現
在
は
２
年
生
）
の
長
嶋
佑
香
（
お
さ
し
ま
ゆ
う
か
）
さ
ん
の
作
文

が
佳
作
に
入
選
し
、
３
月
に
千
葉
県
庁
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

長
嶋
さ
ん
は
こ
の
作
文
で
、
小
学
校
６
年
の
時
の
写
真
学
習
の
思
い

出
を
通
し
て
「
富
山
」
の
美
し
い
自
然
を
作
文
に
表
現
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
月
の
「
私
の
考
え
る
地
域
づ
く
り
」
は
、
こ
の
作
文
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

私が考える地域づくり㊱ 

伏
姫
夏
ま
つ
り
（
ふ
ら
っ
と
フ
ェ
ス
タ
改
め
）
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

８
月
３
日
に
開
催
し
ま
す 

た
。 

 

夕
方
の
海
、
そ
れ
は
も
う
と
て

も
美
し
か
っ
た
！
太
陽
が
沈
も
う

と
す
る
中
オ
レ
ン
ジ
色
の
空
に
、

遠
く
に
ぼ
ん
や
り
と
浮
か
ん
で
い

る
富
士
山
。
空
の
上
の
方
は
ま
だ

少
し
青
空
な
の
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う

景
色
は
、
写
真
よ
り
も
心
に
残
る 

 

「
こ
の
町
は
、
自
然
町 

 
 

 
 

 
 

 

・
笑
顔
町
」 

 
 

 

南
房
総
市
立
富
山
中
学
校 

 
 

 
 

一
年 

長
嶋
佑
香
さ
ん 

な
と
実
感
し
ま
し
た
。 
 
 
 
 

中 

略 
 

こ
こ
の
景
色
は
不
思
議
で

す
。
だ
っ
て
見
る
だ
け
で
気
分

が
、
そ
し
て
み
ん
な
の
雰
囲
気

が
和
む
の
だ
か
ら
。
ま
た
、
こ

の
町
は
、
思
わ
ず
尊
敬
し
た
く

な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
景
色
を

ず
っ
と
保
て
て
い
る
の
だ
か

ら
。
こ
う
考
え
た
時
「
こ
の
景

色
も
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
か

ら
こ
そ
な
ん
だ
ろ
う
。
空
気
も

き
れ
い
だ
か
ら
こ
そ
見
ら
れ
る

景
色
な
ん
だ
ろ
う
な
…
」
と
私

は
し
み
じ
み
思
う
の
で
す
。 

 

思
え
ば
、
幼
い
頃
私
は
、
こ

の
町
の
自
然
を
甘
く
見
て
い
た

と
い
う
か
、
あ
ま
り
重
要
な
事

だ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
気

が
し
ま
す
。
で
も
成
長
し
て
、

周
り
の
こ
と
も
前
よ
り
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
、
気
が
つ
き

ま
し
た
。
こ
の
町
の
自
然
に
囲

こ
ま
れ
て
い
る
人
達
は
、
や
は

り
み
ん
な
笑
顔
な
の
で
す
。
私

達
は
こ
の
町
の
自
然
の
中
で
明

る
く
育
ち
、
自
然
に
い
つ
も
笑

わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で

す
。
甘
く
見
て
い
て
、
少
し
恥

を
か
い
た
よ
う
な
気
分
で
す
。 

 

冒
頭
に
も
書
い
た
通
り
、
私

が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
こ
の

町
に
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
し
、
地
震
の
可
能
性
が
こ
わ

い
の
も
事
実
で
す
。
正
直
、
一

旦
は
こ
の
町
を
離
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
も
し
そ
う

な
っ
た
と
し
て
も
、
時
々
は
こ

こ
に
帰
っ
て
来
た
い
で
す
。
こ

こ
の
自
然
を
、
人
々
の
笑
顔
を

大
事
に
思
っ
て
い
き
た
い
と
…

と
い
う
よ
り
、
絶
対
、
そ
う
し

ま
す
！
帰
っ
て
く
る
し
、
町
、

大
切
に
し
ま
す
‼
だ
っ
て
こ
こ

は
私
が
一
番
安
ら
ぐ
場
所
、
心

か
ら
「
故
郷
」
と
呼
べ
る
、
た

だ
一
つ
の
場
所
だ
か
ら
。 

 

南
房
総
地
区
春
季
野
球
大
会
が
行
わ

れ
、
岩
井
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
（
福
原
巧
太
主

将
）
が
連
覇
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
南
房
総
市
・
鋸
南
町
の
社
会
人
14

チ
ー
ム
で
行
わ
れ
、
岩
井
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
は

準
決
勝
で
ブ
ラ
ボ
ー
ズ
、
決
勝
で
南
総

パ
イ
レ
ー
ツ
を
と
も
に
４
対
１
で
接
戦

を
制
し
、
見
事
に
栄
冠
を
も
ぎ
取
り
ま

し
た
。
福
原
主
将
は
「
連
覇
と
い
う
考

え
は
な
く
１
試
合
１
試
合
を
全
力
で
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
優
勝
に

繋
が
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
全
員
で
勝
ち

取
っ
た
の
で
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と

コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。 

 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
富
山
支
部
（
嶋
田
ヒ

ト
ラ
支
部
長
）
で
は
、
40

年
前
か
ら
岩
井

駅
の
花
壇
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
６
団
体
が
交
替

で
、
月
に
一
度
行
っ
て
い
て
、
５
月
22

日

に
は
、
竹
内
八
雲
会

（
森
正
孝
会
長
）
の
当

番
で
、
日
差
し
の
強
い

中
、
会
員
７
名
で
草
刈

り
作
業
を
行
い
ま
し

た
。 

 連覇を果たした岩井ＳＯＵＬメンバー 

 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
２
年
続
い
た
「
ふ
ら
っ
と
フ
ェ
ス

タ
」
を
、
今
年
は
「
伏
姫
夏
ま
つ
り
」
と
改
め
、
８
月
３
日

（
日
）
の
夕
方
か
ら
富
山
公
民
館
東
側
駐
車
場
を
会
場
（
雨
天

の
場
合
は
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
）
に
行
い
ま
す
。
こ
の
夏
ま

つ
り
は
、
富
山
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
人
や
団
体
の
力
を
合
わ
せ

て
、
夏
の
風
物
詩
の
盆
踊
り
を
中
心
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
富
山
地
域
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。 

 

す
で
に
、
「
伏
姫
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て

い
て
、
会
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
詳
し
い
催
し
物
の
内
容
に
つ

い
て
は
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
今
号
で
は
催
し
物
の

参
加
募
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ーふらっと通信ー 小
さ
い
子
ど
も
か
ら
年
配
の
方
ま
で
一
緒

に
踊
る
。
昨
年
の
フ
ェ
ス
タ
か
ら 

 

今
年
の
実
行
委
員
会

は
、
富
山
地
区
区
長
会

長
ほ
か
14

名
で
構
成
。

５
月
13

日
の
初
め
て
の

会
議
で
は
、
実
施
要
項

案
や
実
施
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
し
ま

し

た
。
ま

た
、
今

年

は
、
ゆ
か
た
美
人
コ
ン

テ
ス
ト
に
代
わ
り
、
房

州
弁
で
歌
い
上
げ
る

「
替

え

歌

コ

ン

テ

ス

ト
」
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
出

店
・
フ

リ

ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
な
ど

の
募
集
も
し
ま
す
。 

  

ふ
る
っ
て
ご
応
募
を
。 

 ボランティアスタッフ募集 
 夏まつり当日のボランティアス
タッフを募集しています。お手伝い
できる方は、7月18日までに「ふ
らっと」事務局までご連絡くださ
い。 

 出店・フリーマーケット募集 
・出店数 ８店舗 
・出店料 １区画500円（車出店） 
・募集物品 雑貨・おもちゃ・食べ物など         
出店希望の方は、７月１８日までに「ふらっ
と」事務局までお申込みください。 

 
 

 

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
歌
わ
れ
る

歌
を
、
「
替
え
歌
」
に
し
て
、

熱
唱
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
応
募

資
格
・
応
募
方
法
は
次
の
と
お

り
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。 

○
応
募
資
格
は
、
富
山
地
区
に

在
住
・
在
勤
の
方
、
ま
た
富
山

地
区
出
身
の
方
で
、
年
齢
は
問

い
ま
せ
ん
。 

○
富
山
地
区
の
地
域
色
の
出
る

よ
う
な
「
替
え
歌
」
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。 

〈
例
）
房
州
弁
（
だ
っ
ぺ
等
）
を 

 

入
れ
る
。
富
山
地
区
に
関
係
す
る
地
名 

 

や
歴
史
・
物
語
・
自
然
・
特
産
物
な
ど 

 

の
名
前
を
入
れ
る
。 

○
公
序
良
俗
に
反
す
る
不
適
切
な
「
替
え 

 

歌
」
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。 

○
応
募
す
る
方
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢 

 

・
電
話
番
号
・
元
歌
の
曲
名
、
歌
手
名 

 

を
下
記
の
応
募
用
紙
に
記
入
の
う
え
、 

 
 

作
成
し
た
「
替
え
歌
の
歌
詞
」
（
様
式 

 

は
問
い
ま
せ
ん
）
を
添
え
て
７
月 

８
日 

 

（
火
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
応
募
多
数
の
場
合
は
事
前
審
査
を
行 

 

い
、
当
日
の
出
場
者
８
（
名
・
組
） 

 

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
当
日
の
歌
唱
は
、
２
コ
ー
ラ
ス
（
４
分 

 
以
内
）
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま 

 
す
。 

○
「
替
え
歌
」
の
内
容
と
表
現
力
、
パ 

 

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
歌
唱
力
を
採
点
基
準 

 

と
し
て
、
優
勝
・
準
優
勝
を
決
定
し
ま 

 

す
。 

  伏姫「替え歌」コンテストに 

      応募しよう！ 

  ｷ ﾘ ﾄ ﾘ ｾ ﾝ  

※募集等に関する問い合わせ・申し込みは、「ふらっと」事務局 ☎５７ー３０００まで 

岩
井
駅
花
壇
を
交
替
で
清
掃 

 
 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
富
山
支
部
で 

伏姫「替え歌」コンテスト応募用紙 

住  所 氏  名 年齢 電話番号 元歌の曲名 歌手名 

南房総市 

     


